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建設工事中の総合政策学部棟(平成5年開設予定)

総会の　ご案内

下記により第15回定時総会を開催いたします｡

万障お繰り合わせのうえ､ご出席下さるようご案

内申し上げます｡

なお､会場等の都合上､同封のハガキを5月23日

(土)までに必ずご返送方よろしくお願いいたします｡

記

1.日時　5月31日(日)午後4時までにご参集のこと

2.場所　せきやホール(せきや第2ビル3F)2頁参照

3.懇親会費　4,000円当日ご持参下さい｡

情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
､

こ
の
学
部
独
自
の
情
報
処
理
室
を

用
意
し
て
､
情
報
処
理
能
力
を
確

実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
採
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
｡

大
学
改
革
と
し
て

学
部
新
設
及
び

既
存
学
部
の
改
革
に
つ
い
て

い
ま
､
日
本
だ
け
で
な
-
､
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
所
で
､
様
々
な
問

題
が
起
っ
て
い
る
｡
例
え
ば
'
日

米
の
経
済
摩
擦
'
日
本
に
於
け
る

外
国
人
労
働
者
の
問
題
､
東
西
の

緊
張
の
緩
和
や
､
ソ
連
崩
壊
に
伴

う
民
族
間
の
対
立
'
難
民
の
発
生

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
程
､
国

際
問
題
を
か
か
え
て
い
る
現
状
で

あ
る
｡
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
考
え

て
み
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
､

従
来
の
法
律
､
経
済
､
政
治
な
ど

の
個
々
の
知
識
や
考
え
方
で
解
決

し
よ
う
と
し
て
も
､
そ
の
本
質
は
'

理
解
出
来
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

現
代
は
､
ひ
と
つ
の
課
題
に
つ
い

て
､
法
律
､
経
済
､
政
治
と
そ
れ

ぞ
れ
の
面
か
ら
考
え
た
ら
ど
う
な

る
の
か
の
よ
-
に
､
複
合
的
､
複

眼
的
な
視
点
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
､
最
も
要
求
さ
れ
る
時
代

と

な

っ

て

い

る

｡

そ
こ
で
､
中
央
大
学
は
､
1
9

5
1
年
以
来
､
四
〇
年
ぶ
り
の
新

ら
し
い
学
部
が
誕
生
し
よ
う
と
し

て
い
る
｡

そ
れ
は
､
平
成
五
年
度
発
足
を

目
指
し
て
､
社
会
科
学
系
で
総
合

政
策
を
研
究
す
る
学
部
新
設
の
準

備
が
進
ん
で
い
る
｡

そ
の
学
部
は
､
　
｢
総
合
政
策
学

部
｣
 
｡
従
来
か
ら
あ
る
単
一
の
学

問
体
系
で
は
分
析
･
解
決
出
来
な

か
っ
た
諸
問
題
や
､
国
際
紛
争
･

摩
擦
の
解
決
策
の
研
究
と
､
こ
の

よ
う
な
事
象
に
対
処
で
き
る
人
材

育
成
を
学
部
誕
生
の
目
的
と
し
て

い
る
｡こ
れ
ま
で
の
一
般
教
育
科
目
と

専
門
科
目
と
の
区
別
を
廃
止
し
て
'

入
学
時
か
J
自
分
の
興
味
に
合
わ

せ
た
勉
強
が
出
来
､
外
国
語
を
自

在
に
活
用
出
来
る
能
力
を
高
め
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
'
更
に
､

こ
の
他
に
､
法
学
部
で
既
存
の

法
律
学
科
､
政
治
学
科
に
加
え
て
､

国
際
化
社
会
に
対
応
し
た
法
学
教

育
の
総
合
化
を
め
ざ
す
　
｢
国
際
法

律
学
科
｣
　
を
'
ま
た
､
経
済
学
部

で
も
､
既
存
の
三
学
科
　
(
経
済
学

科
､
国
際
経
済
学
科
､
産
業
経
済

学
科
)
　
に
加
え
て
､
社
会
の
変
化

に
伴
い
経
済
学
の
適
応
範
囲
拡
充

を
考
え
､
公
共
面
で
の
対
応
､
機

動
的
な
政
策
提
言
が
出
来
る
人
材

養
成
を
め
ざ
し
､
｢
新
ら
し
い
学

科
｣
　
の
新
設
を
検
討
し
て
い
る
｡

A
幽
門
n
M
U
H
M
H

<

日

管

中

央

大

学

教
育
･
研
究
振
興
資
金

募
金
ご
協
力
の
お
願
い

我
が
母
校
で
は
､
国
際
的
視
野

を
身
に
つ
け
た
心
身
と
も
に
健
全

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
､
標
記

資
金
を
募
集
し
て
お
-
ま
す
｡

会
員
の
皆
様
に
は
､
趣
意
を
ご

理
解
の
上
､
ご
協
力
の
ほ
ど
､
よ

ろ
し
-
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

一
､
募
金
目
標
　
1
0
0
万
円

一

､

1

日

　

2

万

円

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
'
募

金
趣
意
書
他
一
式
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
､
ご
連
絡
下
さ
い
｡

堀
田
　
勲
　
℡
(
7
6
)
0
9
9
5

新
学
部
に
は
'
二
学
科
の
設
定

が
予
定
さ
れ
て
お
-
､
具
体
的
問

題
解
決
に
向
け
て
政
策
主
体
が
意

思
決
定
を
す
る
課
程
と
､
個
別
性

と
独
自
性
を
持
つ
世
界
各
地
の
人

々
が
､
相
互
協
力
関
係
創
出
の
た

め
の
価
値
と
政
策
原
理
を
考
え
る

素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
い

て
､
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
｡

つ
ま
り
､
地
球
上
に
住
む
人
々

が
'
お
互
い
の
民
族
の
伝
統
や
､

文
化
を
尊
重
し
て
'
平
和
に
そ
し

て
幸
せ
に
生
き
て
い
-
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
国
家
･
社
会
･
制
度

が
必
要
か
を
考
え
て
い
-
の
が
､

新
学
部
の
教
育
目
標
で
す
｡
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第
二
回
文
化
講
演
会
-

近
く
に
感
じ
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン

中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

広
報
部
平
　
本
　
聖
　
子

三
月
六
日
　
(
金
)
､
中
央
大
学

学
員
会
､
白
門
婦
人
会
共
催
　
｢
平

成
三
年
度
第
二
回
文
化
講
演
会
｣

が
駿
河
台
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡
私
も
白
門
婦
人
と
い
う
こ

と
で
､
当
白
門
会
か
ら
､
講
演
会

と
懇
親
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
｡
講
師
は
逢
坂
剛
先
生

(
昭
和
四
一
年
法
学
部
卒
･
小
説
家

㈱
博
報
堂
広
報
室
室
長
代
理
)
　
で

｢
ス
ペ
イ
ン
雑
感
｣
　
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
｡
今
年
は
､
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
､
セ
ビ

リ
ア
で
万
国
博
と
大
イ
ベ
ン
ト
を

ひ
が
､
え
､
世
界
の
目
が
ス
ペ
イ
ン

へ
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

又
､
逢
坂
先
生
の
長
年
に
わ
た
っ

て
の
ス
ペ
イ
ン
へ
の
思
い
が
熱
-

語
ら
れ
､
た
い
へ
ん
興
味
深
-
聞

き
入
り
ま
し
た
｡

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
､

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
民
の
感
情
は
二
つ

に
わ
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
｡
一
つ
は
古
き
よ
き
街
並
が
つ

ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
と
嘆
-
反
対
派
､

ち
-
一
方
は
､
先
進
国
と
し
て
世

界
へ
進
出
す
る
よ
い
足
が
か
り
に

な
る
と
い
う
賛
成
派
｡
こ
の
感
情

の
わ
か
れ
は
､
六
年
後
の
冬
期
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
で
あ
る
長

野
市
民
の
感
情
に
よ
-
似
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
｡

｢
ス
ペ
イ
ン
が
何
故
好
き
な
の
で

す
か
?
｣
　
と
い
う
質
問
に
逢
坂
先

生
は
　
｢
今
ま
で
は
何
故
好
き
で
あ

る
が
を
無
理
に
で
も
答
え
よ
う
と

し
て
き
た
け
れ
ど
､
ど
れ
も
ピ
タ

リ

と

は

あ

た

っ

て

い

な

い

｡

〟

言

め
-
言
い
が
た
し
〟
と
い
う
の
が

本
心
で
す
｡
｣
と
哲
学
的
な
解
答
を

さ
れ
､
最
近
は
心
理
分
析
を
扱
っ

た
小
説
の
執
筆
が
多
い
と
か
で
､

ご
自
分
の
心
理
に
一
番
忠
実
な
お

答
え
な
の
か
な
と
考
え
な
が
ら
'

う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
｡

講
演
終
了
後
､
学
員
会
副
会
長

で
あ
り
､
又
当
白
門
会
の
顧
問
で

あ
る
市
橋
千
鶴
子
先
生
か
ら
､

｢
ス
ペ
イ
ン
へ
行
っ
た
こ
と
の
あ

る
人
は
そ
の
思
い
出
を
新
た
に
深

め
､
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
は
ま

だ
見
ぬ
地
へ
の
思
慕
を
か
き
た
て

ら
れ
る
よ
う
な
す
ぼ
ら
し
い
お
話

を
感
謝
し
ま
す
｡
｣
と
心
の
こ
も
っ

た
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡
私
は

ス
ペ
イ
ン
へ
は
一
度
も
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
､
逢
坂
先
生

の
お
話
を
聞
い
て
､
情
熱
的
で
素

朴
で
､
な
ぜ
か
な
つ
か
し
い
に
お

い
が
し
て
い
そ
う
な
そ
の
土
地
へ

い
つ
か
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
な

が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
｡

-

　

　

　

　

◇

　

　

　

　

-

　

　

一

･

･

一

一

-

.

春
の
叙
勲
で
　
-

山
崎
武
氏
講
評
軸
)
が

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
ざ
れ
ま
し

た
｡
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

国
立
市
中
一
-
八
-
十
二
に
'

工
期
八
カ
月
を
か
け
て
建
設
さ
れ

た
､
｢
せ
き
や
第
二
ビ
ル
｣
　
が
竣

工
し
､
三
月
十
六
日
㈲
　
竣
工
式

が
､
執
-
行
わ
れ
た
｡
三
階
建
で

一
･
二
階
が
配
送
セ
ン
タ
ー
､
三

階
が
､
五
月
三
十
一
日
㈲
国
立
白

門
会
の
総
会
が
行
わ
れ
る
､
ポ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
｡
全
館
冷
暖
房

完
備
､
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
､
し
か

も
ポ
ー
ル
に
は
'
5
0
イ
ン
チ
L
D

カ
ラ
オ
ケ
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
｡

建
物
の
特
徴
は
､
三
角
屋
根
の
ト

ン
ガ
リ
帽
子
風
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
､
こ
れ
は
､
大
正
末
期
､
三

角
屋
根
の
国
立
駅
舎
完
成
の
こ
ろ
､

土
地
開
発
業
者
が
､
週
辺
の
林
を

買
収
､
高
級
住
宅
と
い
て
売
出
し

0

0

0

0

(

U

8

　

　

-

　

　

0

0

0

0

(

U

(

U

(

　

=

　

U

(

日

脚
-
問
岡
田
忠
臣
展
-
-

美
し
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
･
銀
の
海
岸

を
画
-
､
本
支
部
会
員
､
岡
田
先

生
の
個
展
　
岡
田
忠
臣
展
-
油
絵

と
パ
ス
テ
ル
展
-
が
､
四
月
四
日

也
か
ら
十
二
日
㈲
九
日
間
　
画
廊

岳
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

た
街
並
み
は
､
三
角
屋
根
の
家
並

が
続
い
て
い
た
の
で
'
昔
の
国
立

の
面
影
を
少
し
で
も
現
在
に
伝
え

た
-
､
三
角
屋
根
に
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
｡

せ
き
や
ホ
ー
ル
の
内
部

U

8

0

(

　

=

　

U

(

U

O

(

　

=

　

U

8

0

0

8

0

n

U

一

備

第
帖
固
　
く
に
た
ち
さ
く
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
雨
天
中
止

四
月
五
日
㈲
バ
ザ
ー
出
店
予
定

の

-

に

た

ち

さ

く

ら

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ
ル
は
､
雨
天
の
た
め
､
三
年
連

続
の
中
止
と
な
-
ま
し
た
｡
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(部門内順不同)

部門 倩�kﾂ�所属 ��ﾈ惠,ﾉ>�vR�

価 言量 冒 兌ﾙ�ﾉ=h���文学部4年 ��(ｼi�[h,ﾙ<�,冲H.ｨ+ﾘ.�,ﾈ,X*�.芥ｧx��I7��

もまじめである○他の学生の模範となること 
も多く､女子陸上部でも活躍している○ 

卓球部 (8人) 乂yth檠�ﾈ孜��k��第61回全日本大学対抗卓球大会で優勝○ 

塗硬式野球部 薄ﾂ�第43回全日本大学準硬式野球選手権大会で 
(16人) 剽D勝○ 

自動車部 ��ﾄ��全日本学生ラリースプリント選手権大会で 
(3人) 剔麹∠D勝○男子､女子団体総合優勝○ 

フェンシング部 ���第31回全日本学生選手権大会フルーレ団体優 

(5人) 剔�44回全日本選手権大会フルーレ団体優勝○ 

射撃女子 ��ﾆﾂ�全日本女子学生ライフル射撃選手権大会で 
(5人) 刳w生タイ記録で優勝｡ 

バトミントン部 ��ﾈ�ﾂ�第42回全日本学生バトミントン選手権大会i 

(15人) 剪c体優勝C 

伊丹雅人 兌hｧyYCID���7ｸ4�5h984�2��第61回全日本選手権大会バンタム級で優勝○ 

永野義秀 凉ﾘﾔ逢yYCID��第31回全日本学生フェンシング選手権大会 
(フ工ンシンク部) �7H8ｸ�ｸ8ﾈ5H�ｸ7X8ｹtH��ｲ�

今井博幸 佝��yYCID���5�4ﾈ�ｹYB��1992年アルベールビルオリンピック日本代表｡ 

※注:体育部門のみ掲載｡成果の内容は主なもの｡
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渋
谷
健
一
奨
励
賞
授
与
式

〓
二
一
二
二
一
一
二
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-
二
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-
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二
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二
-
二
二
二
二
二
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
二
二
一
一
一
二
二
二
-

本
学
創
立
百
周
年
を
記
念
し
､
元
本

学
理
事
長
渋
谷
健
一
氏
の
篤
志
に
よ
っ

て
設
け
ら
れ
た
　
｢
渋
谷
健
一
奨
励
賞
｣

の
授
与
式
が
､
三
月
十
九
日
一
号
館
で

行
わ
れ
た
｡

同
賞
は
'
学
術
･
文
化
･
体
育
の
多
方

面
で
活
躍
し
た
学
生
に
贈
ら
れ
る
｡
今

年
は
十
七
件
の
推
薦
の
中
か
ら
個
人
六

件
､
団
体
七
件
の
十
三
件
が
選
ば
れ
た
｡

A
B
T
*
#

9
 
2
中
央
大
学
合
格
者

.
出
身
高
校
ベ
ス
ト
5

(
合
格
者
総
数
9
､
5
5
5
人
)

①
桐
蔭
学
園
(
神
奈
川
)
　
一
五
六

②
厚
　
木
　
(
神
奈
川
)
　
　
八
三

③
国
　
立
　
(
東
　
京
)
　
　
七
九

④
川
　
越
　
(
埼
　
玉
)
　
　
七
五

⑤
湘
　
南
　
(
神
奈
川
)
　
　
六
四

※
桐
朋
は
､
五
一
人

-

　

　

　

　

◇

　

　

　

　

-

入
学
式
は
､
法
･
経
･
商
･
文

学
部
　
四
月
四
日
㈲
　
理
工
学
部

は
､
四
月
六
日
脚
に
行
わ
れ
た
｡

【
卒
業
生
数
】

英
吉
利
法
律
学
校
か
ら
､
平
成

三
年
卒
業
者
新
旧
制
合
わ
せ
て
､

3

8

9

'

0

5

8

人

と

な

っ

た

｡鱒
▼
陸
上
競
技
部

○
東
京
-
箱
根
問
往
復
大
学
駅
伝

(

1

月

2

･

3

日

)

総
合
第
四
位
Ⅱ
時
間
2
1
分
2
4
秒

▼
ス
キ
ー
部

○
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

今
井
　
博
幸
(
4
経
)
出
場

･
男
子
0
0
k
m
　
3
2
位
(
2
月
1
0
日
)

･
男
子
1
0
k
m
　
2
7
位
(
2
月
1
 
3
日
)

･
男
子
1
5
k
m
　
2
9
位
(
2
月
1
5
日
)

･
男
子
5
0
k
m
　
2
5
位
(
2
月
2
2
日
)

○
国
体
冬
季
大
会
(
2
月
2
9
日
)

･
青
年
男
子
一
部
A

1
5
k
m
　
ク
ラ
シ
カ
ル

優
勝
　
今
井
　
博
幸
(
4
経
)

(
2
年
連
続
3
度
目
)

▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

○
全
日
本
学
生
選
手
権(
1
2
月
1
6
日
)

･
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
　
優
勝

(
3
年
連
続
7
度
目
)

国
立
白
門
会

賑
や
か
な
新
年
会

国
立
白
門
会
恒
例
の
平
成
四
年
新

年
会
は
､
一
月
一
八
日
(
土
)
に
､
わ

っ
か
め
し
　
｢
な
つ
め
｣
　
で
行
わ
れ
た
｡

昨
年
ま
で
は
､
国
立
駅
か
ら
バ
ス

で
二
停
留
所
ほ
ど
離
れ
た
郷
土
料
理

店
で
催
さ
れ
て
い
た
が
､
今
年
か
ら
'

交
通
至
便
な
駅
徒
歩
3
分
の
　
｢
な
つ

め
｣
　
が
選
ば
れ
た
｡

午
後
五
時
開
会
の
予
定
も
､
仕
事

帰
り
の
方
も
あ
り
､
三
〇
分
程
繰
-

下
げ
て
､
堀
田
幹
事
長
の
開
会
の
辞

で
新
年
会
は
始
ま
っ
た
｡

こ
の
所
､
お
身
体
の
不
調
を
訴
え

ら
れ
て
い
た
､
村
田
会
長
も
顔
を
見

せ
ら
れ
挨
拶
を
さ
れ
た
が
､
い
つ
も

に
比
べ
て
､
大
変
短
か
い
ス
ピ
ー
チ

を
さ
れ
た
の
で
､
ま
だ
､
体
調
が
優

れ
な
い
様
子
が
あ
り
あ
り
と
察
せ
ら

れ
た
｡
早
い
回
復
を
祈
る
や
切
で
あ

る
｡
会
は
､
例
に
よ
っ
て
乾
杯
か
ら
ス

タ
ー
ト
｡
初
め
の
う
ち
は
､
隣
り
同

志
の
会
話
で
座
も
盛
り
上
が
り
に
欠

け
て
い
た
が
､
酒
量
が
進
む
に
つ
れ

て
､
椋
を
脱
ぎ
捨
て
た
か
の
よ
-
に

無
礼
講
の
宴
に
な
っ
て
行
っ
た
｡

そ
の
頃
を
見
計
ら
っ
た
よ
う
に
､
国

立
白
門
会
の
紅
一
点
'
平
本
聖
子
さ

ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
｡
相
憎
､

会
場
に
は
､
マ
ー
イ
ク
と
カ
ラ
オ
ケ
の

設
備
が
な
か
っ
た
た
め
､
毎
年
行
っ

て
い
た
自
己
紹
介
は
省
い
て
､
マ
イ

ク
な
し
で
顧
問
の
谷
前
国
立
市
長
が

挨
拶
に
立
た
れ
､
｢
市
長
在
職
中
は
､

ゴ
ル
フ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
､

今
は
､
月
2
-
3
回
コ
ー
ス
に
行
き
､

弱
か
っ
た
足
も
す
っ
か
り
丈
夫
に
な

っ
た
｡
｣
と
楽
し
そ
う
に
語
ら
れ
た
｡

続
い
て
､
井
上
市
議
が
立
ち
､
｢

国
立
駅
周
辺
の
交
通
問
題
の
解
決
に

当
り
､
国
立
が
住
み
良
い
市
に
育
つ

よ
う
念
願
し
て
い
る
｡
｣
　
風
間
市
議

は
､
｢
も
う
す
ぐ
一
年
が
経
つ
が
､

い
つ
ま
で
も
新
人
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
､
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
最

大
の
努
力
を
発
揮
し
た
い
｡
｣
　
青
木

市
議
も
　
｢
中
大
の
質
実
剛
健
の
精
神

で
､
正
し
い
心
､
強
い
身
体
を
も
っ

た
人
達
を
育
成
す
る
環
境
づ
-
り
が
'

行
政
に
た
づ
さ
わ
る
も
の
の
役
目
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
｡
｣
と
､
そ
れ
ぞ

れ
新
年
に
当
っ
て
の
抱
負
を
熱
っ
ぽ

-
語
っ
た
｡

料
理
は
残
-
少
な
-
な
っ
た
が
､

銚
子
や
ビ
ー
ル
瓶
は
､
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
林
立
す
る
こ
ろ
､
ト
レ
ン
デ
ィ

な
服
装
で
､
直
木
賞
作
家
の
志
茂
田

景
樹
先
生
が
姿
を
見
せ
､
一
段
と
座

に
興
を
添
え
た
｡

エ
ピ
ロ
ー
グ
は
､
お
さ
ま
り
の
校

歌
斉
唱
で
､
お
開
き
と
な
り
､
二
次

会
々
場
へ
と
急
ぐ
会
員
の
姿
が
目
立

っ
た
｡
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平成4年度国立白門会予算案呈認筆墨昌　平成3年度国立自門会決算書皇説等器冨

収入の部 劍辷�,ﾉYB�

科目 佇亥｢�予算 �盈｢�決算 冰ﾈ蠅ﾒ�

年会費 ��Sbﾃ����200,000 �8ﾟﾉN��104,540 ����ﾃ����

学員会交付金 ��Rﾃ����30,000 �,ｩ�ﾙN��50,557 塔�ﾃ����

総会会費 塔づ����120,000 ��9N��15,500 �3�ﾃ����

寄付､祝金 ��3Rﾃ����120,000 ��ﾘ檠N��174,969 �#C�ﾃ����

親睦行事会費 鉄�Rﾃ����0 佰�ﾝｹN��52,000 鉄�ﾃ����

特別収入 預金利息 前期繰越 涛津����s�R����ﾃCC��50,000 0 100,448 倬ik�w�V儂���Yg(ﾗ8駟N��艙N��uﾉOYN��鵁ｯｨﾄｨ葎ｾ��0 571,608 ll,518 118,561 迭ﾃ����C�ﾃ����#�ﾃ����SRﾂﾃCC��

合計 白ﾃ�湯ﾃ#S2�620,448 俘xﾇb�1,鵬,鶴 田#�ﾃCC��

計　　高　橋　雅　幸　印

会計監査　　宍　戸　勇　之　印

科目 �4Ywb�金額 

収 僖陞���3,000×100名 �3��ﾃ����
学員会交付金 ��Rﾃ�����)kﾂ�30,000 

人 の 部 ��ﾘ檍檠N��4,000×30名 ��#�ﾃ����

寄付 傚Hﾗ8馼ｯ�WH+ｸ,ﾉ�ﾂ�120,000 

特別収入 前期繰越 倡9j�X����6�5X�ｸ�?ﾂ�50,000 118,561 

合計 ��738,561 

支 �8ﾟﾉN��,ｩ�ﾙN��(舘寒空lix(年2回) 会員連絡他 �#c�ﾃ����c�ﾃ����
会議費 冩�醜檠�ﾂ��ﾈ迚YI�ﾘ檍�ｾ��ﾂ�*X�檠N�9�ｹZｩ^(��20,000 

出 の ��ﾘ檠N��ﾏ�ﾝｹN��駟k�w�V儂���#��ﾃ����c�ﾃ����Rﾃ����

部 ��Yg(ﾗ8駟N��艙N��uﾉOYN��鉄�ﾃ����#�ﾃ����c2ﾃSc��

合計 ��738,561 

会費納入のお願い

年会費は白門会ニュースや名簿作成などの財源で

すので､同封の郵便振替用紙で納入をお願いします｡

また､総会当日ご持参して下さっても結構です｡

年会費　　　3, 000円

平
成
三
年
度
活
動
報
告

◇
厚
生
部

一
､
親
睦
会
　
六
月
八
日
出

信
州
･
鹿
教
湯
温
泉
か
ら
松
本

城
見
学
　
　
参
加
二
十
一
名

二
､
納
涼
会
　
七
月
十
三
日
出

谷
前
市
長
慰
労
会
､
井
上
､
風

間
､
青
木
市
議
激
励
会
と
し
て

｢
す
え
ひ
ろ
｣
　
で
開
催

三
､
ゴ
ル
フ
会
　
十
一
月
二
十
一

日
㈱
　
2
 
1
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
c
c

四
､
新
年
会
　
平
成
四
年
一
月
十

八
日
出
　
｢
な
つ
め
｣
　
に
て
開
催

◇
事
業
部

一
､
第
十
四
回
-
に
た
ち
サ
ク
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
四
月
七
日
㈲

参
加
予
定
も
雨
天
の
為
､
中
止

二
､
第
二
十
二
回
市
民
ま
つ
り

十
一
月
三
日
㈲
　
法
律
､
税
務

無
料
相
談
会
と
バ
ザ
ー
で
参
加

◇
組
織
部

一
､
学
員
の
把
握

二
､
会
員
名
簿
の
補
充

三
､
学
員
活
性
化
の
た
め
の
資
料

作
成
◇
広
報
部

一
､
国
立
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
二

十
三
号
､
二
十
四
号
の
発
行

二
､
学
員
時
報
へ
の
技
稿

四
､
囲
碁
大
会
　
十
一
月
八
日
㈲

於
､
せ
き
や
ホ
ー
ル

五
､
ゴ
ル
フ
会
　
十
一
月
十
九
日

㈱
　
於
､
2
1
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
c

c
(
群
馬
県
富
岡
市
)

六
､
新
年
会
　
平
成
五
年
一
月
二

十
三
日
㈲
　
於
､
｢
な
つ
め
｣

◇
事
業
部

｢
　
第
十
五
回
-
に
た
ち
サ
ク
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
四
月
五
日

㈲
　
バ
ザ
ー
出
店
参
加

二
､
第
二
十
三
回
-
に
た
ち
市
民

ま
つ
-
に
､
法
律
､
税
務
無
料

相
談
会
と
バ
ザ
ー
出
店

三
'
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会
　
(
時
勢

に
合
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

討
議
す
る
)

◇
組
織
部

二
　
組
誠
の
強
化

二
､
会
員
名
簿
の
補
充

三
､
新
加
入
会
員
を
勧
誘

四
､
会
員
の
消
息
を
探
究

五
､
会
員
間
の
連
絡
網
整
備

◇
広
報
部

一
､
国
立
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
二

十
五
号
､
二
十
六
号
の
発
行

二
､
学
員
時
報
へ
の
投
稿

三
､
寄
稿
の
積
極
的
依
頼

(
朴
報
)

=

　

お

知

ら

せ

　

-

(
誕
　
生
)

◆
菊
地
　
茂
夫
人
は
'
十
一
月
二

十
五
日
長
男
を
出
産
｡

直
道
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
｡

菊
地
さ
ん
談

誕
生
し
た
日
が
､
天
神
様
の
ご

縁
日
に
当
り
､
ま
た
､
谷
保
天

神
に
奉
務
し
て
い
ま
す
の
で
､

道
真
公
に
あ
や
か
れ
る
よ
う
に
､

そ
し
て
子
供
が
正
直
に
真
直
ぐ

成
長
し
て
-
れ
る
よ
う
命
名
し

ま
し
た
｡

(
結
　
婚
)

◆
青
木
　
健
さ
ん
　
(
中
央
大
学
学

貴
会
国
立
支
部
理
事
)
　
は
､

三
田
淑
美
さ
ん
と
､
五
月
十
六

日
㈲
　
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
華
燭
の
典
を
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡

末
長
-
幸
せ
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
｡

平
成
四
年
度
活
動
予
定

◇
厚
生
部

一
､
ゴ
ル
フ
会
　
五
月
十
八
日
㈲

於
､
箱
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

二
､
親
睦
会
　
六
月
十
三
日
㈲

群
馬
県
伊
香
保
､
水
沢
観
音

三
､
納
涼
会
　
七
月
十
一
日
出

山
吉
　
操
氏
　
(
中
央
大
学
学
員
会

国
立
支
部
会
員
=
昭
和
0
0
年
卒
)

平
成
三
年
十
月
二
十
九
日
　
脳
内

出
血
の
た
め
死
去
｡
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
-
申
し
上
げ
ま
す
｡

墓
地
は
､
入
間
市
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
｡


